
  

■ はじめに 
わが国では、約７０万の道路橋ストックを抱えており、今

後、供用５０年を超える道路橋が増加していく。また、損傷
を受けた橋梁も見受けられることから、補修や更新の必要
性はより高まってくる。道路橋を適切に維持管理する技術
を開発するために、（独）土木研究所構造物メンテナンス
研究センター（ＣＡＥＳＡＲ）では、撤去された橋梁の部材
を用いた臨床研究を行ってきた。本発表では、これまでに
ＣＡＥＳＡＲで行ってきた臨床研究から、コンクリート橋の診
断に関する研究を紹介する。 

コンクリート橋はわが国の橋梁の約半数を占めている。
コンクリート橋は本来耐久性に優れた橋梁であるが、架設
環境などによっては、塩害やASR（アルカリ骨材反応）等
により劣化損傷が進行したものも存在する。このような損
傷を受けたコンクリート橋を適切に維持管理するために、
実際に劣化した部材を入手し、載荷実験などから診断技
術の開発を試みている。 

 
■ 活動内容 
１．塩害を受けたコンクリート橋の評価 

塩害とは、塩化物イオンによってコンクリート橋の中の
鋼材が腐食する現象であり、沿岸部においては飛来塩分、
寒冷地では冬季に散布される凍結防止剤が要因となる。 

昭和４７年に竣工し、塩害による鋼材腐食やコンクリート

のはく離が確認されたために供用から３８年後に撤去され
た橋梁の桁（ポストテンション）を入手し、はつり調査や載
荷試験を行った。桁のうち、劣化が顕著な部分を対象にし
たはつり調査によって、海側に比べて山側の鉄筋やシー
スが腐食しており、同一の桁であっても、飛来塩分の付着
状況により腐食状況が異なることが明らかになった。また、
載荷試験では、残存プレストレスと表面損傷度にある程度
相関があること、せん断ひび割れ発生荷重の計算値と実
験値とに乖離があること、最大荷重はプレストレス減少率
相当にPC鋼材の断面減少が進行したと仮定した場合の
曲げ耐力の計算結果と一致したこと等を確認した。 

 
２．ＡＳＲが生じたコンクリート橋の評価 

ASRはコンクリート中の骨材中に含まれる成分がアルカ
リ性溶液と化学反応を起こす現象であり、一般に生成され
た化合物が水を吸収して膨張することにより、コンクリート
表面にひび割れやゲル状の滲出物が発生するとされる。 

昭和５２年に竣工し、供用後３３年を経過し河川改修に
ともなう架替えにより撤去された橋梁の桁（プレテンション）
を用いて、載荷試験を実施した。この橋梁は、点検時に桁
下面の軸方向ひび割れが報告されており、採取したコア
破断面で骨材周辺の反応環や骨材の割れなど、ASRの発
生が認められた。載荷試験の結果からは、ひび割れの多
い桁（Ｇ３桁）と少ない桁（Ｇ６桁）でのひび割れ発生荷重と

曲げ破壊荷重には大きな
差は認められなかった。し
かし、長期的には中性化に
よる鋼材腐食なども考えら
れるため、実際の橋梁管理
では注意が必要である。 

 
■今後の方針 
コンクリート橋の損傷はいろ
いろな条件によるため、必
ずしもここで紹介した載荷
試験結果が全ての損傷に
対して適用できるとは限ら
ない。今後も臨床研究を行
い、事例を増やすことで、
診断に有効な技術の開発
に繋げていきたい。 
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図１ 臨床研究によるコンクリート橋の評価
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